
べ
て
村
方
の
庄
屋
文
書
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
民
生
活
、

九
頭
竜
川
と
の
か
か
わ
り
、
交
通
・
運
輸
関
係
の
も

永
平
寺
町
史
|
史
料
編
|
永
平
寺
町
編
、
発
行
の
の
ほ
か
に
、
永
平
寺
の
経
営
や
門
前
に
関
す
る
も

昭
和
六
十
二
年
十
一
月

A

5
版
五
五
五
頁
図
四
の
が
注
目
に
値
す
る
。
門
前
は
寺
役
に
勤
仕
す
る
百

頁
定
価
四
、

0
0
0円
姓

村

と

普

請

役

を

負

担

す

る

大

工

村

に

区

分

さ

れ

、

本
書
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
刊
の
『
永
平
寺
町
史
』
そ
れ
ら
の
実
態
を
知
る
た
め
に
は
、
甚
だ
貴
重
な
史

通
史
編
の
基
礎
と
な
っ
た
諸
史
料
を
収
載
す
る
ほ
か
、
料
で
あ
る
。

そ
の
後
新
た
に
検
索
、
調
査
し
て
得
ら
れ
た
史
料
を
と
こ
ろ
で
吉
田
政
幸
町
助
役
は
じ
め
五
名
の
編
さ

多
数
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
永
平
寺
町
内
は
も
ち
ん
委
員
会
の
も
と
で
、
編
集
は
代
表
参
与
松
原
信
之

ろ
ん
県
内
外
に
広
く
求
め
、
「
永
平
寺
町
内
文
書
L

・
参
与
本
川
幹
男
・
委
員
牧
野
行
治
・
委
員
大
原
陵

「
永
平
寺
町
外
文
書
」
「
福
井
県
外
文
書
」
に
分
け
、
路
の
四
氏
が
当
た
り
、
詳
細
な
解
説
は
松
原
・
本
川

家

別

、

年

代

順

に

編

集

し

て

い

る

。

両

氏

が

分

担

執

筆

す

る

。

本

書

は

、

さ

き

に

刊

行

し

前

回

中
世
史
料
は
「
永
平
寺
文
書
」
の
う
ち
、
鎌
倉
期
た
通
史
編
と
合
わ
せ
て
通
算
七
ヵ
年
を
費
し
た
労
作

の
一

O
点
が
、
関
山
道
元
と
二
代
懐
奔
に
関
す
る
同
で
あ
り
、
両
編
を
あ
わ
せ
て
通
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、

寺
独
自
の
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
時
代
が
下
っ
全
国
的
に
も
著
名
な
永
平
寺
町
の
史
的
分
野
を
的
確

た
戦
国
期
の
も
の
で
、
庄
内
の
名
目
・
作
職
な
ど
の
に
理
解
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

所
有
関
係
や
在
地
名
な
ど
の
分
か
る
諸
史
料
が
注
目
申
し
込
み
は
、
吉
田
郡
永
平
寺
町
教
育
委
員
会
、

を
ひ
く
。
「
本
覚
寺
文
書
」
は
、
同
寺
が
北
陸
地
方
ま
た
は
県
内
各
書
屈
ま
で
。
(
三
上
一
夫
記
)

有
数
の
大
坊
で
、
蓮
如
は
じ
め
実
如
・
准
如
な
ど
本

願
寺
法
主
か
ら
の
書
状
や
消
息
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。

県
外
文
書
に
は
、
「
東
寺
百
合
文
書
」
の
志
比
庄
と

波
多
野
氏
関
係
文
書
な
ど
が
収
録
さ
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
近
世
史
料
は
、
寺
院
関
係
を
の
ぞ
き
す

若
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